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vii 凡　例

凡　

例

一　

本
書
は
主
と
し
て
中
世
後
期
（
室
町
期
）以
降
の
文
献
資
料
に
も
と
づ
い
て
ア
ク
セ
ン
ト
史
を
論
じ
た
拙
稿
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。

二　

日
本
語
の
音
調
、ア
ク
セ
ン
ト
を
あ
ら
わ
す
場
合
、高
拍
を
●
、低
拍
を
○
、下
降
拍
を
◓
、上
昇
拍
を
◒
と
表
示
す
る
こ
と
を
原
則

と
す
る
。た
だ
し
、と
き
に
傍
線
に
よ
っ
て
高
拍
を
あ
ら
わ
す
方
式
も
併
用
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

三　

声
点
は
、そ
の
位
置
に
よ
っ
て
文
字
の
左
下
に
差
さ
れ
た
も
の
を
「
平ひ
ょ
う

」、同
じ
く
左
上
に
差
さ
れ
た
も
の
を
「
上じ
ょ
う

」、右
上
に
差

さ
れ
た
も
の
を
「
去き
ょ

」、右
下
に
差
さ
れ
た
も
の
を
「
入に
ゅ
う

」と
し
、声
点
の
な
い
と
こ
ろ
は
○
印
を
も
っ
て
あ
ら
わ
す
。横
並
び
の
双

点
は
「
平
濁
」「
上
濁
」な
ど
と
し
る
し
、縦
並
び
の
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
「
新
濁
」と
す
る
。ま
た
声
点
は
〈　

〉に
括
っ
て
示
す
こ
と
を

原
則
と
す
る
。と
き
に
拍
数
や
清
濁
を
捨
象
し
て
あ
ら
わ
す
場
合
に
は
《　

》を
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。

四　

論
議
書
の
節
博
士
は
多
く
文
字
の
左
側
に
付
さ
れ
る
が
、左
上
が
り
線
条
譜
を
「
徴ち

」（
高
拍
を
あ
ら
わ
す
）、平
ら
な
線
条
譜
を

「
角か
く
」（
低
拍
を
あ
ら
わ
す
）と
す
る
。「
徴
角
」「
角
徴
」の
複
合
譜
は
［　

］で
括
り
、節
博
士
の
な
い
と
こ
ろ
は
○
印
を
も
っ
て
あ
ら
わ
す
。

ま
た
節
博
士
は
声
点
と
同
じ
く
〈　

〉に
括
っ
て
示
す
。声
点
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、／
の
上
に
声
点
を
、下
に
節
博
士
を

し
る
す
。

五　

平
曲
譜
は
多
く
文
字
の
右
側
に
付
さ
れ
、「
上
」「
コ
（
コ
上
）」の
文
字
譜
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
あ
ら
わ
す
。ま
た
平
曲
譜
が
文
字
譜
の

場
合
は
（　

）に
、線
条
譜
な
ど
の
場
合
は
適
宜
「
上
」「
平
」「
下
」な
ど
の
文
字
に
あ
ら
た
め
《　

》に
括
っ
て
示
す
。い
ず
れ
も
無
譜

の
箇
所
は
×
印
を
し
る
す
。各
種
平
曲
譜
本
の
略
号
や
準
拠
本
に
つ
い
て
は
、凡
例
第
七
項
に
し
る
す
。

六　

語
学
書
、謡
曲
伝
書
、平
曲
伝
書
な
ど
に
記
さ
れ
た
線
条
譜
に
つ
い
て
は
、そ
の
ま
ま
《　

》内
に
し
る
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
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viii凡　例

七　

と
く
に
左
の
資
料
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
準
拠
し
た
文
献
と
検
索
に
用
い
た
文
献
を
掲
げ
る
。こ
れ
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
本
文
中
に
明
記
し
た
。ま
た
「　

」内
は
本
書
で
用
い
た
略
称
で
あ
る
。

声
点
資
料

「
観
本
名
義
」　
『
類
聚
名
義
抄
』観
智
院
本

　
　
　

新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
類
聚
名
義
抄　

観
智
院
本
』一
～
三　
（
八
木
書
店 

二
〇
一
八
）

　
　
　

正
宗
敦
夫 
編
『
類
聚
名
義
抄
』全
二
冊　
（
風
間
書
房　

一
九
五
四
・
一
九
五
五
）

「
色
葉
」　　
　
『
色
葉
字
類
抄
』三
巻
本

　
　
　

前
田
育
徳
会 

編
『
尊
経
閣
蔵
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
』　
（
勉
誠
社　

一
九
八
四
）

　
　
　

中
田
祝
夫 

峰
岸
明 

編
『
色
葉
字
類
抄　

研
究
並
び
に
総
合
索
引
』　
（
風
間
書
房　

一
九
七
八
）

平
曲
譜
本

正
節
系
譜
本

「
東
」　

東
大
本
（
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
、全
41
冊 13-119B

）金
田
一
春
彦
編
『
青
洲
文
庫
本
平
家
正
節
』三
省
堂　

一
九
九
八

「
尾
」　

尾
崎
本
（
尾
崎
正
忠
氏
蔵
、全
39
冊
）平
家
正
節
刊
行
会
編
『
平
家
正
節
』上
・
下　

大
学
堂
書
店　

一
九
七
四

「
早
」　

早
大
本
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
『
平
家
物
語 

節
附
本
』全
20
冊 

ト27-12

）※
岡
正
武
浄
書
本

「
京
」　

京
大
本
（
京
都
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
平
曲
正
節
』全
18
冊 
國
文
学K

h3

）京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
平
曲

正
節
』一
～
三  

臨
川
書
店　

一
九
七
一
※
岡
正
武
校
合
本　

こ
の
う
ち
Ａ
（
126
章
段
）は
正
節
系
、Ｂ
（
39
章
段
）は
「
江
戸
初
期

伝
播
本
式
正
節
」、Ｃ
Ｄ
（
29
章
段
）は
「
吟
譜
に
江
戸
初
期
伝
播
本
式
正
節
を
書
き
込
ん
だ
も
の
」と
い
う
（
薦
田
治
子
二
〇
〇
三
、

二
〇
一
頁
）。し
た
が
っ
て
『
正
節
』系
譜
本
と
い
え
る
の
は
Ａ
の
章
段
の
み
で
あ
る
。
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ix 凡　例

「
芸
」  

芸
大
本
（
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
平
家
正
節
鈔
』全
６
冊 W

768.3-H
11

）※
雪
月
花
（
各
上
下
２
冊
）に
全
68
曲
を
収
め
る
。

津
軽
系
の
正
節
抄
出
本
。

前
田
流
古
譜
本

「
筑
」　

筑
波
大
本
（
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
平
家
物
語
節
附
本
片
仮
名
本
』全
12
冊　

ル140-12

）※
巻
一
の
十
二
章
段
の
み
。

「
北
」　

東
北
大
本
（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
平
家
物
語
か
た
り
本
』全
191
冊　

768-8-1

～
）

「
也
」　

也
有
本
（
横
井
家
蔵
『
平
語
』全
15
冊
）渥
美
か
を
る
解
説
『
横
井
也
有
自
筆　

平
語
』角
川
書
店　

一
九
七
七

吟
譜
系
譜
本
（
江
戸
前
田
流
）

「
宮
」　

宮
崎
本
（
宮
﨑
文
庫
記
念
館
蔵
、全
12
冊
）村
上
光
徳
・
鈴
木
孝
庸
編
『
平
家
吟
譜 

─
宮
﨑
文
庫
記
念
館
蔵 

平
家
物
語
─
』瑞
木
書

房　

二
〇
〇
七

「
高
」　

高
田
本
（
上
越
市
立
高
田
図
書
館
修
道
館
文
庫
蔵
、全
２
冊　

40-75-2

）鈴
木
孝
庸
（
一
九
九
五
）「『
琵
琶
平
家
物
語
』上
（
上
越
市
立

高
田
図
書
館
蔵
）」『
新
潟
大
学
人
文
科
学
研
究
』八
七　

※
上
巻
に
は
「
禿
」「
我
身
栄
華
」な
ど
巻
一
・
巻
二
か
ら
九
章
段
、下
巻

に
は
灌
頂
巻
五
章
段
を
収
め
る
。

「
米
」　

米
沢
本
（
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
、全
１
冊
、木
村
198
）」村
上
光
徳
（
一
九
六
九
）「
資
料
紹
介　

市
立
米
沢
図
書
館
蔵
『
平
志
吟
譜
』木

村
本
」『
駒
沢
国
文
』七　

※
「
忠
度
都
落
」「
青
山
」な
ど
十
章
段
を
収
め
る
。

豊
川
系
譜
本
（
江
戸
前
田
流
）
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x凡　例

「
豊
」　

豊
川
（
勾
当
）本
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
『
平
家
物
語
』全
24
冊 

ト27-13-1

～

）　

秋
永
一
枝
・
梶
原
正
昭
編
『
前
田
流
譜

本 

平
家
物
語
』一
～
四　

早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
３
～
６　

早
稲
田
大
学
出
版
部　

一
九
八
四
・
八
五　
　

※
右
朱
譜

は
原
譜
、左
墨
譜
は
線
条
式
に
改
訂
し
た
正
節
譜

波
多
野
流
譜
本

「
秦
」　

秦
音
曲
鈔
（
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵
『
秦
音
曲
鈔
』全
24
冊
、享
保
十
四
年
跋
）奥
村
三
雄
『
波
多
野
流
平
曲
譜
本
の
研
究 

付 

秦

音
曲
鈔
影
印
本
』勉
誠
社　

一
九
八
六

「
波
」　

波
多
野
流
譜
本
（
京
都
大
学
文
学
部
蔵
『
節
付
ケ
語
リ
本
平
家
物
語
』全
24
冊 

國
文
学K

h2

）渥
美
か
を
る
解
説
『
平
家
物
語　

節
付

語
り
本
』一
～
六 

（
古
典
資
料
類
従
８
～
13
）勉
誠
社 

一
九
七
七
～
七
八
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1 一　文献アクセント史研究の要点

一
　
文
献
ア
ク
セ
ン
ト
史
研
究
の
要
点

一
　
文
献
ア
ク
セ
ン
ト
史
の
記
述
と
解
釈

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
声
の
高
さ
の
相
対
的
な
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
主
と
し
て
単
語
あ
る
い
は
文
節
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
慣
習
と
し
て
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
声
の
高
さ
に
よ
る
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
過
去
の
時
代
に
も

存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
、
少
な
く
と
も
そ
の
連
続
性
を
前
提
と
し
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
史
は
記
述
さ
れ
、
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ

の
記
述
や
解
釈
を
支
え
る
ア
ク
セ
ン
ト
観
は
研
究
者
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
に
異
な
る
。

ふ
つ
う
通
時
的
観
点
か
ら
ア
ク
セ
ン
ト
を
記
述
す
る
際
に
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
拍
が
高
平
・
低
平
・
下
降
・
上
昇
と
い
う
音
調
を
も
ち
、

そ
の
よ
う
な
音
調
を
も
っ
た
い
く
つ
か
の
拍
が
（
制
約
は
あ
る
に
し
て
も
）
語
や
文
節
を
形
成
し
て
一
定
の
音
調
型
を
な
し
て
い
る
と
考

え
る
。
そ
し
て
そ
の
、
語
や
文
節
ご
と
に
定
ま
っ
て
い
る
音
調
型
を
ア
ク
セ
ン
ト
（
ま
た
は
ア
ク
セ
ン
ト
型
）
と
呼
ぶ
。
文
献
ア
ク
セ
ン

ト
史
の
主
な
対
象
と
な
る
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
の
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
拍
数
に
応
じ
て
い
く
つ
か
の
定
ま
っ
た
型
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

鎌
倉
時
代
の
京
都
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
い
て
は
、
二
拍
の
名
詞
に
は
五
種
類
の
型
が
、
三
拍
の
名
詞
に
は
七
種
類
の
型
が
あ
っ
た
、
な
ど
と

い
う
よ
う
に
。

こ
こ
に
「
拍
」
と
い
う
の
は
、
リ
ズ
ム
（
音
数
律
）
の
単
位
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
語
の
場
合
に
は
、
た
と
え
ば
俳
句
や
短
歌
で

韻
律
を
数
え
る
と
五
七
五
ま
た
は
五
七
五
七
七
と
な
る
が
、
そ
こ
に
数
え
ら
れ
る
一
つ
ひ
と
つ
の
単
位
を
拍
と
い
う
（
（
（

。
こ
の
よ
う
な
拍
が

02　本文入稿　52×18.indd   1 2024/01/25   16:40:02


